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聖徳グラデーション・聖徳サークル

聖徳大学のスクールカラーであるヒューマン
ブルーと気品を表すパープルに、未来を意味した
イエローを組み合わせたグラデーション。和の
精神をもって他者と協創しながら社会に新しい
価値をつくっていく。円をモチーフにしたデザ
インには、本学の卒業生や在学生、教職員一人
ひとりの和が、波紋のように広がり世界をより
よい形で潤していくイメージを表現しています。

教職大学院入試
〈春学期入学〉

令和９年度（2027年度）

入学試験要項

2027

聖徳大学大学院

教職大学院入試
秋学期入学の入試日程等については、
令和９年４月以降に本学受験生応援サイトに掲載します。

聖徳大学教職大学院は「一般財
団法人 教員養成評価機構」が
実施する教職大学院等認証評
価で、「教職大学院評価基準に
適合している」と認定されました。



1.　学費
　２年課程＜長期履修学生制度利用なし＞

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000円 325,000円 150,000円
９月 ─ 325,000円 150,000円

　３年課程＜長期履修学生制度利用＞

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000円 220,000円 105,000円
９月 ─ 220,000円 105,000円

　４年課程＜長期履修学生制度利用＞

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000円 170,000円 79,000円
９月 ─ 170,000円 79,000円

2.　学生諸費
　修了記念品費　半期分5,500円（１・２年次に納入）

3.　その他
（1） 学生教育研究災害傷害保険料（入学手続時に納入）２年分2,430円

　　　（長期履修学生制度利用の場合　３年課程は3,620円、４年課程は4,660円）

（2） 香和会費（同窓会・終身会費）入会金10,000円（入学手続時）、終身会費20,000円（修了年次納入）

　　　ただし、聖徳大学大学院、聖徳大学、聖徳大学短期大学部（通学課程）の卒業生は納付の必要はありません。

4.　聖徳大学看護学部実習施設からの推薦者の学費の取扱いについて
　本学看護学部の実習生を受入れていただいている施設に勤務されている方につきましては、学費優遇措置があります。

　詳細につきましては、該当施設に配付した入学試験要項をご確認ください。

〈研究生入試〉

学費

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 220,000円 162,500円 75,000円
９月 ─ 162,500円 75,000円

※入学金・授業料（年額）・施設費は本学大学院当該研究科の半額です。（但し、本学出身者は、入学金は4分の1の額、
　施設費は免除になります。）

※令和８年度実績

※授業料その他納付金の金額は、物価の高騰や賃金水準の上昇等の状況に鑑みて改定する場合がありますので、あらかじめご
　了承ください。
　〈一般入試・社会人特別入試〉

納付金等

■ 入学手続について
（１）入学手続の方法
　① 　合格者は、本学が指定した期日までに「納付金等」を納入し、入学手続に必要な書類を入学センター入試グループに郵送、
または直接持参して入学手続を完了させてください。

　②　期限内に上記の入学手続をとらなかったときは、入学許可を取り消します。
　③　入学許可後であっても、入学資格および入学願書に誤りや虚偽等があった場合は、入学許可を取り消すことがあります。

　※「留学」の在留資格が必要な方は、自らの責任において取得してください。
　④　志望分野・領域の変更は認められません。　

（２）入学辞退について
　入学手続完了後に入学を辞退する場合は、「入学辞退・納付金返還願」の提出により、入学手続納付金（入学金以外）を
返還します。なお、返還金額（入学金以外の納付金）から手数料を差し引き、指定口座に振り込みます。
① 　入学辞退手続について、春学期入学の入学予定者は令和９年３月31日（水）15：00までに完了させてください。
②　入学辞退の手続方法は、合格発表時に案内します。
③　提出された入学辞退の取り消しはできません。
④　納付金の返還手続完了までには約２か月ほど要します。

松戸駅までの所要時間 東京から26分・池袋から32分 都心からのアクセス良好！　千葉から53分・津田沼から38分 県内アクセスも便利！

上野駅から 約19分
東京駅から 約26分
池袋駅から 約32分

新宿駅から 約40分
渋谷駅から 約44分
品川駅から 約32分

横浜駅から 約55分
千葉駅から 約53分
京成津田沼駅から 約38分

大宮駅から 約50分

つくば駅から 約46分
水戸駅から 約94分

※数字は主要駅から聖徳大
学・聖徳大学短期大学部の
ある最寄り駅「松戸」までの
標準的な所要時間となって
います。時間帯によって異な
る場合がありますのでご注
意ください。

松戸駅東口より直結デッキでプラーレ松戸へ。正面の
通用階段より5階へ上り、店内の通路を通って5階出
口に出るとキャンパスへの通学路に出られます。

プラーレ松戸が開店しましたら、店内エスカレーターでお越しください。
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　教職大学院は、幼児教育コース、児童教育コースという他の大学院にはないコース設定により、
優れた教育実践力を有した専門職業人を育成するために次のような教育目標をかかげています。
　これまでの学部での学びで身につけた教師としての基礎的能力、または、これまでの教職経験
と研究的実践で身につけた教師としての能力の上に、総合的な人間力、高度な専門的知識・研究
開発力、授業実践力、マネジメント力、職能成長力を育成するとともに、教育者としての優れた人
格を陶冶します。
　教職研究科は上記の能力を獲得できる資質を持った人を求めています。
＜教職未経験者＞
１．教育に対する使命感、情熱及び行動力を有している人。
２．幼児または児童教育に関する基礎的知識を修得している人。
３．幼児または児童教育に関して、基礎的な教育実践力を修得している人。
４．教育に関する諸問題に深い関心を持ち、客観的かつ論理的に考察することができる人。
５．職業人としてのキャリア発達の見通しを持ち、主体的に学び続ける意欲を有している人。

＜現職教員＞
１．教員としての高い使命感、情熱及び行動力を有している人。
２．幼児または児童教育に関する専門的な知識を修得している人。
３．幼児または児童教育に関して、経験に裏付けされた豊かで幅広い教育実践力を修得している人。
４．教育課題解決に向けてスクールリーダーとして成長できる能力を有している人。
５．�高度専門職業人としてのキャリア発達の観点を踏まえながら、継続的に自己の職能を成長さ
せようとする意欲を有している人。

　教職研究科は、以上のような入学者を受け入れるために、多様な受験機会を設定し、書類審査（調
査書、推薦書など）、専門知識、面接などによる入学試験を行い、総合的に評価します。
　現職教員については、その実務経験に応じて総合実習の免除申請の審査も行います。
　なお、中学校・高等学校または養護教諭の教員免許状を取得（含見込み）している人で、幼稚園・
小学校の教員免許を取得していない人が受験する場合は、「幼稚園・小学校教員免許取得プログ
ラム」を履修することができます。

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）

※�ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）は聖徳大学大学院
のホームページ（https://www.seitoku-u.ac.jp/about/education_policy_g/)をご覧ください。
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教職研究科　教職実践専攻（専門職学位課程）
〈春学期入学〉※〈秋学期入学〉の入試日程は、令和９年４月以降に本学受験生応援サイトに掲載します。

入試区分 願書受付期間 入試日 合格発表 入学手続期限
〈消印有効〉

一般入試Ａ日程
社会人特別入試Ａ日程
現職教員特別入試Ａ日程

令和８年
７月31日（金）

〜８月７日（金）必着
８月23日（日） ８月27日（木） ９月４日（金）

一般入試Ｂ日程
社会人特別入試Ｂ日程
現職教員特別入試Ｂ日程

令和８年
11月13日（金）

〜11月20日（金）必着
12月６日（日） 12月10日（木） 12月18日（金）

一般入試Ｃ日程
社会人特別入試Ｃ日程
現職教員特別入試Ｃ日程

令和９年
１月15日（金）

〜１月22日（金）必着
２月７日（日） ２月10日（水） ２月19日（金）

１．研究科・専攻・コースおよび入学定員等［共学 / 昼・夜開講］

研究科・専攻 教職研究科　教職実践専攻（専門職学位課程）

コ　ー　ス 幼児教育コース 児童教育コース

修業年限 　　  ２　年※１　※２

入学定員 15　名

学位名称 教職修士（専門職）

取得免許状
幼稚園教諭専修免許状※３ 小学校教諭専修免許状※３

特別支援学校教諭専修免許状※３

入学時期 春学期入学：令和９年４月

※１　�現職教員のうち、所定の実務経験を有すること等により「幼児教育総合実習」または「学校教育総合実習」10単位または8単位を免除さ
れる者は、学校組織マネジメント専修（１年制・昼間）・カリキュラムマネジメント専修（1年制・昼間）あるいは特別支援教育専修 

（1年制・昼間）の履修により１年での修了が可能となります。
※２　長期履修学生制度により、３年または４年の修業年限を選択することができます。
※３　専修免許状取得には、各一種免許状を有し、教育職員免許法に定める所定の条件を満たすことが必要です。

２．教育上の目的および中心的な学問分野
（１）教育上の目的
　本研究科の教育上の目的は、学部段階で培われた教職教育の基礎の上に、次の①に関する総合的な人間力の形成を土台に、②と③
に関する高度な資質・能力と実践力を育成し、併せて④に関する教育者としての優れた人格を陶冶することにあります。
　①　子どもに対する愛情と理解を基礎に、総合的な人間力を高める。
　　　�　子どもに対する愛情・理解力、教職に対する使命感、対人関係能力、子どもや保護者・地域社会人とのコミュニケーション

能力、豊かな人間性、社会常識や礼儀作法など総合的な人間力
　②　教育の専門家として、確かな実践的力量を身につける。
　　　�　学習指導・授業づくり、教材解釈力、教育課程の編成・実施、生活・生徒指導、種々の相談活動、学級・学校経営、地域の

学校や社会との連携強化による教育力の向上などの力量
　③　各自のニーズに応じて選択した領域の学修を深めることによって、その領域に関するより実践的で高度な専門性を修得させる。
　　　�　保幼小連携、小中連携などの制度改革を含む今日的な教育課題に対応して「教育課程の編成・実施に関する領域」、「教科等

の実践的な指導方法に関する領域」、「生徒指導・教育相談に関する領域」、「特別支援教育に関する領域」および「学級経営・
学校経営に関する領域」の５つの領域の選択科目の修学

　④　指導者教員としての学識・識見と人格性を備えさせる。
　　　�　国際動向と日本、戦前・戦後の時代背景と教育、戦後教育の論争史、教育の「変わる面」と「変わらない面」の識別、教育

実践を通して教育者としての人格形成

令和９年度　入試日程
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（２）中心的な学問分野
　本研究科の研究対象とする中心的な学問分野は、次のとおりです。
　①　教育活動の土台となる教員個人の総合的な人間力の形成にかかわる学問分野
　②　実践的な指導力を形成する幅広い教育の内容・方法・組織等にかかわる学問分野
　③　�選択科目の領域である「学校教育・教師教育」、「教育課程の編成・実施」、「教材開発・教科指導」、「生徒指導・教育相談」、�

「特別支援教育」および「学級経営・学校経営」に関わる学問分野
　④　教育指導者としての識見と人格形成にかかわる学問分野

３．養成する人材像
　本研究科の人材養成の基本的な考え方は、実践的指導力に優れた教員を養成することにあります。また、可能な限り幼少時からの
優れた指導・教育が必要であると判断し、幼児教育および小学校段階の教員の養成に焦点化し、それらの学校・施設の教育者・指導
者を養成することを目的とします。

＜幼児教育コース＞
　学部修了者に期待される人材像
　（１）　幼児理解に優れ、総合的に指導することができる教員
　　　�　愛情と豊かな人間性を基礎に、幼児の発達段階や発達過程を理解し、幼児の総合的な発達を促すため、主体性を引き出しつ

つ、遊びを通じて総合的に指導する専門的力量を備え、幼児期の特性に応じて指導できる教員。
　（２）　保育のあり方を構想し、指導方法の研究・開発が行える教員
　　　�　幼児理解に基づき総合的に指導する力を発揮するためには、一人ひとりの発達段階と個別の状況に応じて、計画的に、多様

な生活体験・自然体験の機会や異年齢交流など、具体的に保育の望ましいあり方を構想し、実践する力が要求される。
　　　�　個性あふれる教員同士がコミュニケーションを図りつつ、教員集団の一員として協働関係を構築して、園全体として教育活

動を展開していくことが求められている。教員集団が協働性を発揮し、教育活動を絶えず改善し、研究・開発できる教員。

　現職教員（中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）未修了者）に期待される人材像
　（１）　特別な配慮を必要とする幼児等へ適切に指導できる教員
　　　�　障がいのある幼児などへの指導については、障がいの種類や程度等に関して必要な専門的知識や技能を習得し、個々の幼児

の障がいの状態などに応じた指導内容や指導方法の工夫が行える教員。また海外から帰国した幼児や外国籍の幼児の指導に当
たっては、文化や言葉の獲得の状況等を理解した上で、指導内容や方法を工夫でき、保護者にも助言できる教員。

　�現職教員（中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）修了者※で、管理職を志向する者、または指導的役割を担うリーダー
を目指す者）に期待される人材像
　（１）　保護者および小学校、地域社会との関係を構築し、対外的関係を構築できる教員
　　　�　幼稚園等は、地域の幼児教育センターとしての機能を発揮し、子育て支援活動を展開することが求められています。従って

園長や教員は、円滑にコミュニケーションをとれることが求められています。
　　　�　また、幼稚園、保育所、小学校との連携、接続の在り方を理解し、滑らかに接続していくために、「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」を理解し、教育内容や指導方法を工夫するとともに、情報収集や発信能力および対外的交渉力を発揮し、
関係を構築することができる教員。

　※�中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）修了者とは、原則10年以上の教職経験者で、10年経験者研修に相当する
研修を受講した人を含む。

＜児童教育コース＞
　学部修了者に期待される人材像
　（１）�　児童に対する愛情と信頼を基礎に、教員が個人として、教職活動の様々な場面で児童に対して適切に「指導できる」だけの

力量を身につけた教員。

　現職教員（中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）未修了者）に期待される人材像
　（１）�　同学年等の同僚教員や学校の教員集団全体に対して「説明できる」「やってみせることができる」「学校内で生産的な議論が

できる」等の形で表現できる力量を身につけた教員。そしてこの力量を、評価と反省によって絶えず改善し、向上していける
教員。

　�現職教員（中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）修了者※で、管理職を志向する者、または指導的役割を担うリーダー
を目指す者）に期待される人材像
　（１）�　所属する学校の教育力を地域の学校や施設全体の教育力充実に活かすために、「学校の実践を客観的・論理的に俯瞰・整理
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できる」「他の学校やその教員と適切に情報交換ができる」「学校間で建設的な議論を展開できる」等の形で表現できる力量を
身につけた教員。そしてこの力量を、評価と反省によって絶えず改善し、向上していける教員。

　※�中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）修了者とは、原則10年以上の教職経験者で、10年経験者研修に相当する
研修を受講した人を含む。

４．学校組織マネジメント専修（１年制・昼間）について
　幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校または特別支援学校のいずれかの教職にある者若しくは
これらに準ずる教育機関等の職にある者を対象として、園および学校のマネジメント課題に基づき、幼児・児童の学力の向上に資する
学校経営・運営リーダーとして、園・学校の質的転換を促す学校経営を推進する人材を育成するために、学校組織マネジメントを
中心により実践的・専門的に修学することができる１年制の専修プログラムです。主に、実務経験について審査し、かつ「幼児教
育総合実習」または「学校教育総合実習」１０単位または８単位の免除を認められた者については、学校組織マネジメント専修（１
年制・昼間）を履修することができます。また、受験する入試区分は、現職教員特別入試のみとします。
　学校組織マネジメント専修を希望する者は、出願時に「学校組織マネジメント専修申請書」（本学所定用紙）を提出してください。

５．カリキュラムマネジメント専修（１年制・昼間）について
　幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校または特別支援学校のいずれかの教職にある者若しくは
これらに準ずる教育機関等の職にある者を対象として、幼児・児童の学力の向上に資する教育課程を編成・実施・評価し、その
効果的な運用と改善のＰＤＣＡサイクルを計画的・組織的に推進する人材を育成するために、カリキュラムマネジメントを中心に
より実践的・専門的に修学することができる１年制の専修プログラムです。主に、実務経験について審査し、かつ「幼児教育総合実
習」または「学校教育総合実習」１０単位または８単位の免除を認められた者については、カリキュラムマネジメント専修（１
年制・昼間）を履修することができます。また、受験する入試区分は、現職教員特別入試のみとします。
　カリキュラムマネジメント専修を希望する者は、出願時に「カリキュラムマネジメント専修申請書」（本学所定用紙）を提出して
ください。

６．特別支援教育専修（１年制・昼間）について
　幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校または特別支援学校のいずれかの教職にある者若しくは
これらに準ずる教育機関等の職にある者を対象として、個別の教育的ニーズのある幼児・児童の自立と社会参加を見据えて、その時
点での教育的ニーズに最も的確に応える指導をすることのできる人材を育成するために、知的障害・発達障害・肢体不自由・病弱児
の医療・心理・教育および生徒指導、教育相談、カウンセリング等に関する深い見識など、特別支援教育に関することを中心に
より実践的・専門的に修学することができる１年制の専修プログラムです。主に、実務経験について審査し、かつ「幼児教育総合実
習」または「学校教育総合実習」１０単位または８単位の免除を認められた者については、特別支援教育専修（１年制・昼間）を履
修することができます。また、受験する入試区分は、現職教員特別入試のみとします。
　特別支援教育専修を希望する者は、出願時に「特別支援教育専修申請書」（本学所定用紙）を提出してください。

７．長期履修学生制度について
　長期履修学生制度とは、現職教員の人などが、個人の学習環境やキャリアプランに基づき修業年限を超えて履修を行う制度で、
３年と４年の履修期間があります。あらかじめ履修期間を選択し申し出ることにより、その年限（３年あるいは４年）内で履修し、
学位の取得を目指します。納付金は後掲の表のとおり負担軽減されます。
　また、本学では現職教員が勤務と両立させて、段階的に学習に取り組み、無駄のない履修と研究を進めるため、平日の夜間および
土曜日にも開講しています。
　長期履修学生制度の適用を希望する者は、出願時に「長期履修申請書」（本学所定用紙）を提出してください。

８．香和会特待制度（香和会は、聖徳大学大学院・聖徳大学・聖徳大学短期大学部の通学課程の卒業生からなる同窓会です。）

　本学への親子二世代、三世代間の入学や、卒業生のキャリアアップ・再チャレンジに際して、入学を支援する特待制度です。
　香和会会員の子女、または孫、そして会員本人を対象とした制度です。対象者は、出願と同時に申請することで、入学金から10
万円を減免します。
※入学金が減免となる他の特待制度（内部推薦入試を含む。）の対象者は、適用対象外となるのでご注意ください。
該当する受験生は、受験生応援サイト→入試情報の入学試験要項一覧から「香和会特待制度申請書」をダウンロードし、印刷の上、
香和会会員の卒業証書（コピー）または卒業証明書とともに出願書類に同封してください。
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●中学校・高等学校または養護教諭の教員免許状を有する方へ

９．幼稚園・小学校教員免許取得プログラムについて
　中学校・高等学校または養護教諭の教員免許状を有する者は、長期履修学生制度を活用して、３年間あるいは４年間の教職研究科
での履修により、学位取得に併せて、幼稚園教諭一種免許状または小学校教諭一種免許状、さらに専修免許状の取得が可能となりま
す。この場合、本学通信教育部などでの科目等履修生として、幼稚園または小学校の教員免許状取得のための単位修得が必要です。�
なお、本学通信教育部などでの科目等履修生としての単位修得には、別途費用が必要となります。
　この幼稚園・小学校教員免許取得プログラムの受講を希望する者は、出願時に「幼稚園・小学校教員免許取得プログラム受講申請
書」（本学所定用紙）を提出してください。

　【基本的な履修モデル】

１年次 ２年次 ３年次

中学校教諭、高等学
校教諭または養護
教諭の教員免許状
所有者

１年次は主に、幼稚園教諭一種免許状
または小学校教諭一種免許状に係る所
要単位を修得する。
一部、教職研究科の科目も履修できる。

２年次、３年次は、主に教職研究科の幼児教育コースまたは
児童教育コースの教育課程により履修する。
併せて、幼稚園教諭一種免許状または小学校教諭一種免許状
に係る所要単位の残りの修得、および実習の実施をする。

　※�幼稚園教諭一種免許状または小学校教諭一種免許状を本学教職研究科で取得しようとする場合は、出願前に必ず事前相談を受け
てください。

＜他教科や隣接校種の教員免許状の取得が可能＞
　すでに取得している教員免許状を活かし、本学通信教育部などでの科目等履修生にて、必要な単位を修得することで、他教科・隣
接校種の教員免許状を申請・取得できます。（詳しくは、本学通信教育部 TEL.047-365-1200（直通）まで、お問い合わせください）

［他教科の教員免許状の取得］
中学校教諭免許状を持っている 13単位修得 他教科の中学校教諭二種免許状を申請・取得

［隣接校種の教員免許状の取得］
小学校教諭免許状を持っている

（※勤務経験３年以上の場合）
14単位修得 中学校教諭二種免許状を申請・取得

　※上の表は一例であり、勤務経験等によって必要単位が異なりますので、教育委員会に必要単位の確認をしてください。
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10．一般入試
１．募集人員

研究科 専　攻 コース 募集人員（男女）

教職研究科 教職実践専攻
幼児教育コース

15名※

児童教育コース

　※募集人員は、社会人特別入試等、現職教員特別入試を合わせた人員数です。

２．出願資格
　次の各号のいずれかに該当する者で、かつ幼稚園・小学校・中学校・高等学校または養護教諭の教員免許状を取得している者、ま
たは令和９年３月（秋学期入学を志望する者は令和９年９月）までに取得見込みの者
　（１）　大学を卒業した者、または令和９年３月（秋学期入学を志望する者は令和９年９月）までに卒業見込みの者〔注１〕
　（２）�　大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者、または令和９年３月（秋学期入学を志望する者は令和９年

９月）までに学位を授与される見込みの者
　（３）�　外国において、学校教育における16年の課程を修了した者、または令和９年３月（秋学期入学を志望する者は令和９年９月）

までに修了見込みの者
　（４）�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することにより当該外国の学校教育における16年の

課程を修了した者、または令和９年３月（秋学期入学を志望する者は令和９年９月）までに修了見込みの者
　（５）�　日本国内において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるものに

限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定す
るものの当該課程を修了した者、または令和９年３月（秋学期入学を志望する者は令和９年９月）までに修了見込みの者

　（６）�　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府または関係機関の認証を受
けた者による評価を受けたものまたはこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年
限が３年以上の課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することによ
り当該課程を修了することおよび当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたもの
において課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者、または令和９年３月（秋学期入
学を志望する者は令和９年９月）までに授与される見込みの者

　（７）�　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることと、その他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文
部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者、または令和９年３月（秋学期入学を志望する者
は令和９年９月）までに修了見込みの者

　（８）�　文部科学大臣の指定した者〔注２〕
　（９）�　本研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、入学時までに

22 歳に達するもの〔注３〕
　〔注１〕�　出願資格の（１）に定める「大学」とは、学校教育法に基づく日本の大学のことである。
　〔注２〕�　上記（８）に該当する者は、学士の学位を持っていない者で「教育職員免許法による小学校、中学校、高等学校もしくは

幼稚園の教諭もしくは養護教諭の専修免許状または一種免許状を有する者で、入学時に22歳に達するもの」等である。
　〔注３〕　上記（９）によって出願しようとする者は、事前の入学資格審査が必要なので、該当ページを参照のうえ手続きをすること。
　　※�　中学校・高等学校または養護教諭の教員免許状を取得（見込）している者で、幼稚園・小学校の教員免許状を取得していな

い者は、長期履修学生制度を活用して修学年限を延長し、「幼稚園・小学校教員免許取得プログラム」を受講することが必要
になる。

　（備考）�　在留資格が「留学」の者、または「留学」に変更予定の者は、入学後の学習、研究に支障がない程度（日本留学試験「日
本語（読解、聴解及び聴読解の合計）」200点以上の取得者または日本語能力試験N2以上の合格者）の日本語能力を有す
る必要がある。

３．入試日程および試験場
　〈春学期入学〉※〈秋学期入学〉の入試日程は、令和９年４月以降に本学受験生応援サイトに掲載します。

入試日程 願書受付期間 入試日 合格発表 入学手続期限
〈消印有効〉 試験場

Ａ日程 令和８年７月31日（金）〜８月７日（金）必着 ８月23日（日） ８月27日（木） ９月４日（金）
聖徳大学キャンパス
（千葉県松戸市）Ｂ日程 令和８年11月13日（金）〜11月20日（金）必着 12月６日（日） 12月10日（木） 12月18日（金）

Ｃ日程 令和９年１月15日（金）〜１月22日（金）必着 ２月７日（日） ２月10日（水） ２月19日（金）

４．選考方法および試験時間
　（1）書類審査　（2）専門知識　（3）小論文　（4）口述試験

集合時間 専門知識 小論文 口述試験
８：30 ９：00〜10：15 10：30〜12：00 13：00〜
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11．社会人特別入試
１．募集人員

研究科 専　攻 コース 募集人員（男女）

教職研究科 教職実践専攻
幼児教育コース

15名※

児童教育コース

　※募集人員は、一般入試等、現職教員特別入試を合わせた人員数です。

２．出願資格
　次の各号のいずれかに該当する者で、かつ幼稚園・小学校・中学校・高等学校または養護教諭の教員免許状を取得した後、入学前
までに２年以上の社会人経験を有する者（ただし、「学生」と「社会人」が併行している期間は「社会人」とみなさない）
　（１）�　大学を卒業した者〔注１〕�
　（２）�　大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者
　（３）�　外国において、学校教育における16年の課程を修了した者
　（４）�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することにより、当該外国の学校教育における16年

の課程を修了した者
　（５）�　日本国内において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるものに

限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定す
るものの当該課程を修了した者

　（６）�　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府または関係機関の認証を受
けた者による評価を受けたものまたはこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年
限が３年以上の課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することによ
り当該課程を修了することおよび当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたもの
において課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者

　（７）�　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることと、その他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文
部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

　（８）　文部科学大臣の指定した者〔注２〕
　〔注１〕�　出願資格の（１）に定める「大学」とは、学校教育法に基づく日本の大学のことである。
　〔注２〕�　上記（８）に該当する者は、学士の学位を持っていない者で「教育職員免許法による小学校、中学校、高等学校もしくは

幼稚園の教諭もしくは養護教諭の専修免許状または一種免許状を有する者で、入学時に22歳に達するもの」等である。
　　※�　中学校・高等学校または養護教諭の教員免許状を取得（見込）している者で、幼稚園・小学校の教員免許状を取得していな

い者は、長期履修学生制度を活用して修学年限を延長し、「幼稚園・小学校教員免許取得プログラム」を受講することが必要
になる。

　（備考）�　在留資格が「留学」の者、または「留学」に変更予定の者は、入学後の学習、研究に支障がない程度（日本留学試験「日
本語（読解、聴解及び聴読解の合計）」200点以上の取得者または日本語能力試験N2以上の合格者）の日本語能力を有す
る必要がある。

３．入試日程および試験場
　〈春学期入学〉※〈秋学期入学〉の入試日程は、令和９年４月以降に本学受験生応援サイトに掲載します。

入試日程 願書受付期間 入試日 合格発表 入学手続期限
〈消印有効〉 試験場

Ａ日程 令和８年７月31日（金）〜８月７日（金）必着 ８月23日（日） ８月27日（木） ９月４日（金）
聖徳大学キャンパス
（千葉県松戸市）Ｂ日程 令和８年11月13日（金）〜11月20日（金）必着 12月６日（日） 12月10日（木） 12月18日（金）

Ｃ日程 令和９年１月15日（金）〜１月22日（金）必着 ２月７日（日） ２月10日（水） ２月19日（金）

４．選考方法および試験時間
　（1）書類審査　（2）専門知識　（3）小論文　（4）口述試験

集合時間 専門知識 小論文 口述試験

８：30 ９：00〜10：15 10：30〜12：00 13：00〜
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12．現職教員特別入試
１．募集人員

研究科 専　攻 コース 募集人員（男女）

教職研究科 教職実践専攻
幼児教育コース

15名※

児童教育コース

　※募集人員は、一般入試、社会人特別入試を合わせた人員数です。

２．出願資格
　次の１～３の全てに該当する者
１．幼稚園または小学校の教員免許状を有する者
２．以下の（１）～（２）のいずれかに該当する者
　　（１）�現在、幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校または特別支援学校（以下「学校」という。）

のいずれかの教職にある者およびこれらに準ずる教育機関等の職にある者
　　（２）現在、下記に掲げる施設の保育士（以下「保育士」という。）の職にあり、将来教職に就くことを希望している者
	 （a）児童福祉法第39条第1項に規定する保育所
	 （b）�児童福祉法第59条第1項に規定する施設のうち同法第39条第1項に規定する業務を目的とするものであって就学前

の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律第3条第1項又は第3項の認定を受けたもの及び同
条第10項の規定による公示がされたもの

	 （c）�児童福祉法第6条の3第10項に規定する小規模保育事業（家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準第27条に
規定する小規模保育事業A型及び小規模保育事業B型に限る。）を行う施設

	 （d）児童福祉法第6条の3第12項に規定する事業所内保育事業を行う施設（利用定員が6人以上であるものに限る。）
	 （e）�国、都道府県又は市町村が設置する児童福祉法第59条第1項に規定する業務を目的とする施設のうち同法第6条の3

第10項若しくは第12項又は第39条第1項に規定する業務を目的とするもの（専ら一時的に預かり又は宿泊させ必要
な保護を行うものを除く）

	 （f）�児童福祉法施行規則第49条の2第3号に規定する施設（いわゆる「幼稚園併設型認可外保育施設」）（専ら一時的に預
かり又は宿泊させ必要な保護を行うものを除く）

	 （g）�認可外保育施設のうち、「認可外保育施設指導監督基準」を満たしていることにつき都道府県知事、指定都市の長又
は中核市の長から証明書の交付を受けている施設（専ら一時的に預かり又は宿泊させ必要な保護を行うものを除く）

３．以下の（１）～（９）のいずれかに該当する者
　（１）　大学を卒業した者
　（２）　大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者
　（３）　外国において、学校教育における16年の課程を修了した者
　（４）�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することにより、当該外国の学校教育における16年

の課程を修了した者
　（５）�　日本国内において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるものに

限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定す
るものの当該課程を修了した者

　（６）�　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府または関係機関の認証を受
けた者による評価を受けたものまたはこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年
限が３年以上の課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することによ
り当該課程を修了することおよび当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたもの
において課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者

　（７）�　専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であることと、その他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文
部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

　（８）　文部科学大臣の指定した者〔注１〕
　（９）�　本研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業したと同等以上の学力があると認めた者で、入学時までに22

歳に達するもの〔注２〕
　〔注１〕�　上記(８)に該当する者は、学士の学位を持っていない者で「教育職員免許法による小学校、中学校、高等学校若しくは幼

稚園の教諭若しくは養護教諭の専修免許状又は一種免許状を有する者で、入学時に22歳に達するもの」等である。
　〔注２〕　上記(９)によって出願しようとする者は、事前の入学資格審査が必要なので、入学試験要項を参照のうえ手続きをすること。

３．入試日程および試験場
　〈春学期入学〉※〈秋学期入学〉の入試日程は、令和９年４月以降に本学受験生応援サイトに掲載します。

入試日程 願書受付期間 入試日 合格発表 入学手続期限
〈消印有効〉 試験場

Ａ日程 令和８年７月31日（金）〜８月７日（金）必着 ８月23日（日） ８月27日（木） ９月４日（金）
聖徳大学キャンパス
（千葉県松戸市）Ｂ日程 令和８年11月13日（金）〜11月20日（金）必着 12月６日（日） 12月10日（木） 12月18日（金）

Ｃ日程 令和９年１月15日（金）〜１月22日（金）必着 ２月７日（日） ２月10日（水） ２月19日（金）
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４．選考方法および試験時間
　（1）書類審査　（2）小論文　（3）口述試験
　　上記に併せて、勤務実績等による実習の単位免除についても審査を行います。

集合時間 小論文 口述試験

10：00 10：30〜12：00 13：00〜

５．実習単位の免除について
　教職研究科における実習（幼児教育コースは「幼児教育総合実習」、児童教育コースは「学校教育総合実習」）で履修すべき単位は、
10単位です。ただし、学校の教職経験又は保育士経験のある者は実習単位の一部又は全部の免除の審査を受けることができます。
実習単位の免除は、所定の提出書類により、入学者選抜試験に併せて審査を行い、合格すれば下記の通り単位を免除します。
①教職経験又は保育士経験５年以上の者　６単位
②教職経験又は保育士経験７年以上の者　８単位
③�中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）修了者で管理職を志向する者又は指導的役割を担うリーダーを目指す者　
10単位
④�保育士等キャリアアップ研修のうち専門分野別研修又はマネジメント研修（以下「専門分野別研修等」という。）修了者で、管理
職を志向する者又は指導的役割を担うリーダーを目指す者　10単位
＊�保育士等キャリアアップ研修とは、厚生労働省「保育士等キャリアアップ研修ガイドライン（平成29年）」に基づき実施された研
修のことをいいます。

審査を受ける場合には、次のいずれかの要件を満たすものとします。

＜教職経験のある者＞
●�中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）未修了者で、上記に記載する「教職経験５年以上の者」又は「教職経験７年
以上の者」
ア　�学校の教職経験のある者のうち、学校や地域における指導的役割を果たし得る者として、所属する教育委員会又は所属長〔注〕
の推薦を受けられる者

　　〔注〕出願者が所属長の場合は、自己推薦書も可とします。
イ　�学校の教職経験のある者のうち、所属園、所属校又は所属機関の教員等として良好な成績で勤務した旨の所属長の証明を受けら
れる者〔注〕若しくは本学において学校の中堅を担う教員となり得ると認めた者

　　〔注〕出願者が所属長の場合は、自己証明書も可とします。

●「中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）修了者※で、管理職を志向する者、又は指導的役割を担うリーダーを目指す者」
ア　�学校の教職経験のある者のうち、中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）を修了した者で、かつ学校や地域におけ
る指導的役割を果たし得るものとして、所属する教育委員会又は所属長〔注〕の推薦を受けられる者

　　〔注〕出願者が所属長の場合は、自己推薦書も可とします。
イ　�学校の教職経験のある者のうち、中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）を修了した者で、所属園、所属校又は所
属機関の教員等として良好な成績で勤務した旨の所属長の証明を受けられる者〔注〕若しくは本学において管理職候補となり得
ると認めた者

　　〔注〕出願者が所属長の場合は、自己証明書も可とします。
※�中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）修了者とは、原則10年以上の教職経験者で、中堅教諭等資質向上研修（10
年経験者研修を含む）に相当する研修を受講した者等を含む。

＜保育士経験のある者＞
●専門分野別研修等未修了者で、上記に記載する「保育士経験５年以上の者」又は「保育士経験7年以上の者」
ア　保育士経験のある者のうち、所属施設や地域における指導的役割を果し得る者として、所属長〔注〕の推薦を受けられる者
イ　保育士経験のある者のうち、所属施設の保育士として良好な成績で勤務した旨の所属長の証明を受けられる者　
　　〔注〕若しくは本学において学校の中堅を担う教員となり得ると認めた者
　　〔注〕出願者が所属長の場合は、自己証明書も可とします。

●「専門分野別研修等修了者で、管理職を志向する者、又は指導的役割を担うリーダーを目指す者」
ア　�保育士経験のある者のうち、専門分野別研修等を修了した者で、かつ所属施設や地域における指導的役割を果し得るものとして、
所属長〔注〕の推薦を受けられる者

イ　保育士経験のある者のうち、所属施設の保育士として良好な成績で勤務した旨の所属長の証明を受けられる者
　　〔注〕若しくは本学において学校の中堅を担う教員となり得ると認めた者
　　〔注〕出願者が所属長の場合は、自己証明書も可とします。
＊専門分野別研修等を修了した者とは、原則１０年以上の保育士等経験者で、専門分野別研修等に相当する研修を受講した者等を含む。
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13．入学者選抜に係る個別の入学資格審査について
　本学では、「大学を卒業した者と同等以上の学力がある者」として入学資格認定を必要とする者について、下記のとおり個別の�
入学資格審査を行います。

１．個別の入学資格審査の対象
　短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校を卒業した者など、大学卒業資格を有していない者で、入学時に22歳に達するもの。

２．個別の入学資格審査日程等 ※〈秋学期入学〉の入試日程は、令和９年４月以降に本学受験生応援サイトに掲載します。

春学期入学
一般入試Ａ日程に出願希望の場合 一般入試Ｂ日程に出願希望の場合 一般入試Ｃ日程に出願希望の場合

入学資格審査 願書提出期間
＜最終日必着＞

　令和８年６月22日（月）〜
６月29日（月）必着

　令和８年８月17日（月）〜
８月26日（水）必着

　令和８年11月25日（水）〜
12月１日（火）必着

入学資格審査
＜書類審査、面接＞

令和８年７月６日（月）〜
７月９日（木）
のうちの１日

令和８年８月31日（月）〜
９月９日（水）
のうちの１日

令和８年12月２日（水）〜
12月７日（月）
のうちの１日

審査結果の通知 令和８年７月15日（水） 令和８年９月14日（月） 令和８年12月10日（木）
一般入試願書 提出期間
＜最終日必着＞

令和８年７月31日（金）〜
８月７日（金）必着

令和８年11月13日（金）〜
11月20日（金）必着

令和９年１月15日（金）〜
１月22日（金）必着

一般入試日 令和８年８月23日（日） 令和８年12月６日（日） 令和９年２月７日（日）
一般入試合格発表 令和８年８月27日（木） 令和８年12月10日（木） 令和９年２月10日（水）

３．提出書類　本学所定の用紙は、下記の資料請求先に請求してください。
　（１）　入学資格認定審査願書（本学所定の用紙）
　（２）　履歴書（本学所定の用紙）
　（３）　学習歴等調書（本学所定の用紙）※学習歴、研究歴を証明する書類がある場合は添付
　　　　ア．入学後に希望する研究内容
　　　　イ．学習歴、研究歴の内容（論文等の抜粋を添付）
　　　　ウ．学会等における発表等の実績
　　　　エ．公表論文および著書等
　（４）　卒業・修了証明書（短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校等のもの）
　（５）　成績証明書（短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校等のもの）
　　　　※学習歴、研究歴を証明する書類がある場合は添付。
　（６）　在職証明書（各種の教育・研究機関等における証明がある場合）
　（７）�　教育職員免許状授与証明書または教育職員免許状（コピー）（教育職員免許法による幼稚園、小学校、中学校または高等学

校教諭免許状）
※証明書は、提出日より６か月以内のものを提出してください。
※証明書が日本語または英語以外の者は、日本語学校や大使館、翻訳機関が翻訳した日本語訳、翻訳証明書を提出すること。志願
者本人による翻訳は認めません。
なお、証明書および翻訳証明書ともに発行日が出願日より６か月以内のものを提出してください。
※中国の学校を卒業・修了した者は、中国高等教育学生信息网（CHSI）が発行する英語で作成された「成績認証報告書」（原本）
による提出も認めます。

４．審査方法
　書類と面接により、本研究科が審査を行い、本学大学院委員会が認定の可否を決定します。

５．評価基準
　提出書類を総合的に判断し、大学を卒業した者と同等以上の学力に達しているか判定します。

６．入学資格審査において認定された場合の出願について
　（１）　入学資格審査において認定された人は、一般入試または現職教員特別入試への出願になります。
　　　　社会人特別入試への出願資格はありません。
　（２）　入学資格審査において認定したコースは、一般入試または現職教員特別入試への出願の際に変更することはできません。
　（３）　出願する際、出願用封筒おもてに赤ペンで「大学院入学資格審査合格」と明記してください。
　　　　出願書類の入学志願票右上に赤ペンで「大学院入学資格審査合格」と明記してください。

〈問い合わせ・資料請求〉　入学センター入試グループ　TEL.047‒366‒5551（直通）



11

社
会
人
特
別
入
試

一
般
入
試

現
職
教
員
特
別
試
験

共
通
事
項

１.  出願の流れ

重要 一度提出された書類および納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。十分確
認の上、出願してください。

出願前の準備

出  願  登  録

検定料納付

出願書類作成

受　験　票

郵　　　送

入　　　試

合  否  発  表

入学試験要項を確認する。

出願書類を郵送する。
※出願書類が出願締切日までに完備しない場合は受験できません。

聖徳大学ホームページ　受験生応援サイトからWeb出願サイトにアクセスし、出願期間
中に、出願登録（画面に従って出願内容の選択、必要事項を入力）をする。
顔写真はスマートフォン等で撮影しアップロードする。
※現物の写真を撮影したものは使用できません。

入学検定料を納入する。
（コンビニ、クレジットカード、Pay-easy（ペイジー）による決済が可能）

出願書類をダウンロード・印刷し、必要事項を記入する。

Web出願サイトから受験票を印刷する。
※大学が入学検定料の納入完了および出願書類の確認をした後に、Web出願時に登録
したメールアドレス宛に受験票案内メールが送信されます。

印刷した受験票を、入試当日持参する。

Web出願サイトにて合否発表。ログインし、合否を確認する。
※大学内掲示での合格発表は行いません。
※電話等での合否の問い合わせには一切応じられません。

14．出願について［Web出願］
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２. 出願書類
出願書類はWeb出願サイトや受験生応援サイトからダウンロードできます。拡大・縮小することなくA4の用紙に印刷してください。
その際、両面の書類については、両面印刷をするか、片面印刷をした２枚を左上ホチキス留めしてください。

書類名 様　式 備　考

宛名ラベル Web出願サイトから表示、印刷し、出願書類を封入したレターパックプラスの
表面に貼り付けてください

１ 入学志願票 本学所定用紙

２ 単位修得成績証明書 出願資格に該当する出身校
が作成したもの

※証明書原本の提出ができない場合は、原本から正しく複製されたCertified 
True Copyであることの証明を、発行した出身学校から受けた物を提出す
ること

※短期大学等から大学に編入学した者は、短期大学等の単位修得成績証明書
も提出

中華人民共和国内の大学を卒業（見込）の人は、P.14の（1）および（2）を
提出

３

卒業（見込）証明書または
学位記（コピー）

出願資格に該当する出身校
が作成したもの

いずれかを提出
卒業証明書、または卒業見込証明書（出願資格に該当する出身校が発行した
もの、原本）、もしくは学位授与証明書あるいは学位記（コピー）または学位
授与申請受理書（大学改革支援・学位授与機構発行）
※証明書原本の提出ができない場合は、原本から正しく複製されたCertified 

True Copyであることの証明を、発行した出身学校から受けた物を提出す
ること

中華人民共和国内の大学を卒業（見込）の人は、P.14の（3）および（4）を
提出

学位授与証明書
または学位授与申請受理書

大学改革支援・学位授与機構
発行のもの

４
教育職員免許状授与証明書
または教育職員免許状（コピー）

都道府県教育委員会発行の
もの いずれかを提出

教員免許取得見込証明書 出身校が作成したもの

５ 教職研究科研究計画書 本学所定用紙

６ 同意書 本学所定用紙

現に学校、官公庁又は会社等に在職している者で現職のまま本学大学院に入
学しようとする者は、本学大学院への入学に関する所属長（例えば、幼稚園、
小学校、中学校および高等学校等の派遣教員（注１）は都道府県の教育委員
会等）の同意書を提出してください。（大学院修学休業制度の利用予定者およ
び、夜間に受講する者は、同意書の提出を要しません。）

７
学校組織マネジメント専修申請書
カリキュラムマネジメント専修申請書
特別支援教育専修申請書

本学所定用紙

希望者のみ提出（いずれか1つの申請書を提出してください）
（P.4「学校組織マネジメント専修（１年制・昼間）について」、「カリキュラ
ムマネジメント専修（1年制・昼間）について」または「特別支援教育専修（1
年制・昼間）について」参照）

８ 長期履修申請書 本学所定用紙 長期履修学生制度適用希望者のみ提出

９ 幼稚園・小学校教員免許取得
プログラム受講申請書 本学所定用紙 希望者のみ提出

（P.5「幼稚園・小学校教員免許取得プログラムについて」参照）

10 戸籍個人事項証明書（戸籍抄本） 市区町村発行のもの 氏名の変更により上記証明書等と現在の氏名が同一でない場合のみ提出

11 日本留学試験の受験票の写し
または日本語能力試験N2以上の合格証明書 試験実施団体発行のもの

在留資格が「留学」または「留学」に変更予定の者のみ提出
※日本留学試験の成績は、すでに終了した直近の試験を含む4回分（2年間）

とし、それ以外の成績は利用できません。
※出願により、本学において試験実施団体へ成績を照会することに同意いた

だきます。

12
住民票の写し（原本）

【日本国籍以外の国籍を有する志願者（特別永住
者を除く。）のみ】

市区町村発行のもの

本人在住の市区町村役場が発行した原本で、国籍等、在留資格および在留期間が記
載されたもの。マイナンバー（個人番号）の記載がないもの。6か月以内に発行された
ものに限ります。在留カードのコピーは不可。住民登録のない者は、パスポート（氏名、
国籍、パスポートNo.、発行年月日記載の部分）のコピーでも可。あわせて、入試当日
にパスポートを持参してください。

13
経費支弁に関する書類

【日本国籍以外の国籍を有する志願者（特別永住
者を除く。）のみ】

本学所定用紙

A.本人負担の場合
①本人名義の預金残高証明書 ②在職証明書 ③課税証明書（年間所得額の記載の
あるもの）※②③が提出できない場合、収入や預金の経緯がわかるものを提出。
B.本人以外（両親・親戚等）の負担の場合
①経費支弁者が記入した経費支弁書（本学所定用紙）②負担者名義の預金残高証
明書 ③負担者の在職証明証 ④負担者の課税証明書（年間所得額の記載のあるもの）
※③④が提出できない場合、負担者の収入がわかるものを提出。
※経費支弁に関する書類の提出期限は、入学手続期限まで延長することが可能。

（入学手続期限までに書類が揃わない場合は、入学許可書を発行しません。）

14
経歴書

【日本国籍以外の国籍を有する志願者（特別永住
者を除く。）のみ】

本学所定用紙
本学HPよりダウンロードしてください。
自筆ペン書き（黒のボールペン）にて、楷書・算用数字で記入してください。消せる
ボールペンは使用不可とします。

※証明書は、出願日より６か月以内のものを提出してください。
※証明書が日本語または英語以外の者は、日本語学校や大使館、翻訳機関が翻訳した日本語訳、翻訳証明書を提出してください。志願者本人による翻訳は認めません。

なお、証明書および翻訳証明書ともに発行日が出願時より６か月以内のものを提出してください。
※�在留資格が「留学」の者、または「留学」に変更になることが見込まれている者は、上記以外に必要な提出書類があります。詳細は入学センター入試グループに問

い合わせをしてください。
※出願資格を確認するために上記の他、追加書類の提出を求める場合があります。
※幼稚園・小学校教員免許取得プログラム受講申請書を提出する場合、長期履修申請書の提出は不要です。

（注１）「派遣教員」とは、所属する都道府県等の教育委員会から現職のまま「同意」を受け出願する人をいいます。

１.  出願の流れ

重要 一度提出された書類および納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。十分確
認の上、出願してください。

出願前の準備

出  願  登  録

検定料納付

出願書類作成

受　験　票

郵　　　送

入　　　試

合  否  発  表

入学試験要項を確認する。

出願書類を郵送する。
※出願書類が出願締切日までに完備しない場合は受験できません。

聖徳大学ホームページ　受験生応援サイトからWeb出願サイトにアクセスし、出願期間
中に、出願登録（画面に従って出願内容の選択、必要事項を入力）をする。
顔写真はスマートフォン等で撮影しアップロードする。
※現物の写真を撮影したものは使用できません。

入学検定料を納入する。
（コンビニ、クレジットカード、Pay-easy（ペイジー）による決済が可能）

出願書類をダウンロード・印刷し、必要事項を記入する。

Web出願サイトから受験票を印刷する。
※大学が入学検定料の納入完了および出願書類の確認をした後に、Web出願時に登録
したメールアドレス宛に受験票案内メールが送信されます。

印刷した受験票を、入試当日持参する。

Web出願サイトにて合否発表。ログインし、合否を確認する。
※大学内掲示での合格発表は行いません。
※電話等での合否の問い合わせには一切応じられません。
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３. 実習単位の免除の審査に関する提出書類
　現職教員は、出願時に出願書類の他に次の書類を提出してください。入学者選抜に併せて、実習単位の免除の審査を行
います。
＜幼児教育コース＞
［教職経験のある者］
　ア　所属長が記載する、出願者の業績評価書（本学所定の書式による）
　　　※出願者が所属長の場合は、業務実績書を提出するものとします(業務内容が明確であれば、形式は問いません)。
　イ　所属長の推薦書（推薦理由が明確であれば、形式は問いません）
　　　※出願者が所属長の場合は、自己推薦書も可とします。
　ウ　前年度の保育についての週の指導計画およびその実績が記載されたものの写し
　　　〔注〕個人情報が記載されている箇所について黒塗りする等個人情報保護に配慮してください。
　エ　校務分掌実績書（本学所定の書式による）
　オ　出願者本人が行った研究保育の記録（研究保育の内容、指導計画と実践の過程が書かれてあれば形式は問いません）
　カ　・10年以上教職にある現職者
　　　�中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）相当の研修を修了していることを証明する書類〈所属長等の証明書と、

その証明書記載の研修等の受講を証明できる書類（形式は問いません）〉。
　　　・10年未満教職にある現職者
　　　勤務証明書（本学所定の書式による。教職経験５年以上又は７年以上の者であることを証明するもの）
　キ　出願者本人又は共同での研究物若しくは実践記録（共同研究物は、出願者本人の関与について具体的に説明した文書を添付して

ください）
　ク　�10単位免除申請者は、「教師として成長し続けるために」と題するレポート（1,200字程度　本学所定の書式による）を提

出してください。
　　　■�上記のウ、オについては、管理職やそれに準ずる者等で書類の提出ができない場合、「園の運営方針、課題について」のレ

ポート（2,000字程度）を提出してください。

［保育士経験のある者］
　ア　所属長が記載する、出願者の業務評価書（本学所定の書式による）
　　　※出願者が所属長の場合は、業務実績書を提出するものとします（業務内容が明確であれば、形式は問いません）。
　イ　所属長の推薦書（推薦理由が明確であれば、形式は問いません）
　　　※出願者が所属長の場合は、自己推薦書も可とします。
　ウ　前年度の保育についての指導計画およびその実績が記載されたものの写し
　　　〔注〕個人情報が記載されている箇所について黒塗りする等個人情報保護に配慮してください。
　エ　校務分掌実績書（本学所定の書式による）
　オ　出願者本人が行った施設内研究等の記録（保育の内容、指導計画と実践の過程が書かれてあれば形式は問いません）
　カ　・10年以上保育士の職にある現職者
　　　�保育士等キャリアアップ研修修了証（専門分野別研修等の修了が記載されているもの）又は専門分野別研修等修了者相当であ

ることを証明する書類〈所属長等の証明書と、その証明書記載の研修等の受講を証明できる書類（形式は問いません）〉。
　　　・10年未満保育士の職にある現職者
　　　勤務証明書(本学所定の書式による。保育士経験等５年以上又は７年以上の者であることを証明するもの)
　キ　出願者本人又は共同での研究物若しくは実践記録(共同研究物は、出願者本人の関与について具体的に説明した文書を添付してく

ださい）
　ク　�10単位免除申請者は、「保育者として成長し続けるために」と題するレポート(1,200字程度　本学所定の書式による)を提

出してください。

＜児童教育コース＞
　ア　所属長が記載する、出願者の業績評価書（本学所定の書式による）
　　　※出願者が所属長の場合は、業務実績書を提出するものとします(業務内容が明確であれば、形式は問いません)。
　イ　所属長の推薦書（推薦理由が明確であれば、形式は問いません）
　　　※出願者が所属長の場合は、自己推薦書も可とします。
　ウ　�前年度１年間の週案簿綴りの写し(前年度の学級もしくは教科についての年、月、週の指導計画およびその実績が記載された

ものであれば可とします)
　　　〔注〕個人情報が記載されている箇所について黒塗りする等個人情報保護に配慮してください。
　エ　校務分掌実績書（本学所定の書式による）
　オ　出願者本人が行った研究授業の学習指導計画および本時案
　　　（直近のものが望ましいですが、直近に実施していなければ実施期日は問いません。又、教科、領域等は問いません）
　カ　・10年以上教職にある現職者
　　　�中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）修了者証又は中堅教諭等資質向上研修（10年経験者研修を含む）修了者

相当であることを証明する書類〈所属長等の証明書と、その証明書記載の研修等の受講を証明できる書類（形式は問いません）〉。
　　　・10年未満教職にある現職者
　　　勤務証明書（本学所定の書式による。教職経験５年以上又は７年以上の者であることを証明するもの）
　キ　出願者本人又は共同での研究物若しくは実践記録（共同研究物は、出願者本人の関与について具体的に説明した文書を添付して

ください）
　ク　�10単位免除申請者は、「教師として成長し続けるために」と題するレポート（1,200字程度　本学所定の書式による）を提

出してください。
　　　■�教育委員会指導主事等の場合は、上記ウ、エに替えて、現職の本年度１年間の主たる職務に関する実績をまとめた書類を提

出してください。
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４. 入学検定料
35,000 円

・入学検定料の支払いについて
Web出願サイトの入力フォームに必要な情報を入力すると、画面上に必要な入学検定料が表示されます。
表示された入学検定料を、画面の指示に従い、コンビニ、クレジットカード、Pay-easy（ペイジー）で納入してください。
（入学検定料の他に手数料がかかります。）

５. 出願手続について
１．出願書類の送付方法について
　　Web出願登録をし、入学検定料を納入した後、以下の手順で、出願に必要な書類を提出してください。
　　①　出願に必要な書類全てを、P.12の出願書類の順番に並べ、レターパックプラスに入れる。
　　②　［重要］Web出願登録完了後に、Web出願サイトから「宛名ラベル」を印刷し、レターパックの宛名に合わせて切り取る。
　　③　レターパック表面の「お届け先・ご依頼主・品名欄」に、はがれないように貼り付ける。
　　④　レターパックの「ご依頼主さま保管用シール」をはがし、郵便局窓口またはポストに投函して郵送する。
　　　　プリンターが無く、「宛名ラベル」を印刷できない人は、内容をレターパックに書き写してください。

●窓口での提出　受付時間　月～金 9：00～16：00／土 9：00～12：00　※日曜日・祝日を除く。
出願書類一式を任意の封筒（角形2号：A4の用紙を折らずに入れられる大きさ）に入れ、封筒の表面に「宛名ラベル」を貼り、
入学センター（クリスタルホール３階）に提出してください。

宛名ラベル
（Ｗｅｂ出願サイトから印刷し
レターパックの宛名に
合わせて切り取る）

レターパック
プラス

※出願書類がレターパックに入りきらない場合は、出願書類一式を
　任意の封筒（A4の用紙を折らずに入れられる大きさ）に入れ、
　封筒の表面に「宛名ラベル」を貼り、郵便局窓口から
　「速達・簡易書留」扱いにして送付してください。

る
貼
で
り
の

■ 中華人民共和国内の大学を卒業（見込）の方へ
　（1）～（4）（大学学部のもの）を提出してください。
※証明書は、出願日より6か月以内に発行されたものを提出してください。
※出身大学・大学院が発行する証明書は英語又は日本語によるもので原本を提出してください。やむを得ず、それ以外の言語で作成
されたものを提出する場合は、日本語学校や大使館、翻訳機関が翻訳した日本語訳、翻訳証明書も提出してください。
志願者本人による翻訳は認めません。
※CHSIの認証は必ず英文で記載されたものを提出してください。　
（１） 成績証明書（Academic Transcript）の原本またはcertified true copy

卒業した大学が発行したもの。編入等した場合には編入等前の成績も提出してください。
（２） 成績の認証（Verification Report of China Higher Education Student's Academic Transcript）

CHSI（中国高等教育学生信息网）が発行し、英文で記載されたもの。編入等をした場合には編入等前の成績も提出してくだ
さい。
※Online Verification Report of China Higher Education Student's Academic Transcriptを提出する場合は、下記
の注意をよく読んで手続きをしてください。

（３） 卒業証明書（Certificate of Graduation）の原本またはcertified true copy
卒業した大学が発行し、卒業番号が記載されているもの。記載がない場合は卒業証書のコピーも提出してください。
卒業見込み者は卒業見込証明書を提出。

（４） 卒業の認証（Verification Report of China Higher Education Qualification Certificate）
CHSI（中国高等教育学生信息网）が発行し、英文で記載されたもの。
※Online Verification Report of China Higher Education Qualification Certificateを提出する場合は、下記の注意を
よく読んで手続きをしてください。
※卒業見込み者はこれに替えて、英文のVerification Report of Student Recordを提出し、入学が許可された場合、卒業
確定後（本学入学前までに）卒業の認証を提出してください。

［学歴の認証・成績の認証・学位取得の認証について］
・学歴、成績、学位の認証はCHSI（中国高等教育学生信息网）が取り扱っています。
・日本国内ではCHSI日本代理機構（https://www.chsi.jp/）での発行申請が可能です。
・電子データの認証を提出する場合は、出願期間内にCSSD（教育部学生服务与素质发展中心）から本学入学センター（admc3@
wa.seitoku.ac.jp）へ、Email で直送されるよう手配してください。この場合、出願期間前に到着しても受理します（出願の希望
がある旨を、本学入学センターに予めご連絡ください）。なお、志願者等によるEmailの転送は出願書類として認められません。
・出願期間を過ぎた場合は、出願を受理しない場合があります。
・申請から発行までに時間がかかる場合もあるようですので、早めに手続きを行い、出願期間内に提出してください。



15

社
会
人
特
別
入
試

一
般
入
試

現
職
教
員
特
別
試
験

共
通
事
項

3．『入学志願票』の記入方法
　「志望の入学学期・コースおよび昼夜」項目の「コース」は、幼児教育、または児童教育のいずれかを記入してください。
　「昼・夜」は、いずれかに○を付してください。

　各種コードは以下のとおり記入してください。
　（１）　受験希望日
　　　　受験日を西暦で記入してください。（例）令和８年８月23日＝20260823
　（２）　受験区分
　　　　受験する入試を記入してください。（例）一般・社会人特別・現職教員特別
　（３）　受験区分コード
　　　　『◆受験区分コード表』を見て、該当するコードを記入してください。
　（４）　志望コード
　　　　『◆コース別コード表』を見て、該当するコードを記入してください。

　◎大学に短大等から編入学をした人は、学歴欄に編入学前の学校名、学科も記入してください。
　　◆受験区分コード表
　　〈春学期入学〉

入試区分 コード 入試区分 コード 入試区分 コード
一般入試Ａ Ｙ１ 社会人特別入試Ａ Ｚ１ 現職教員特別入試Ａ Ｙ６
一般入試Ｂ Ｙ２ 社会人特別入試Ｂ Ｚ２ 現職教員特別入試Ｂ Ｙ７
一般入試Ｃ Ｙ３ 社会人特別入試Ｃ Ｚ３ 現職教員特別入試Ｃ Ｙ８

　　〈秋学期入学〉
入試区分 コード 入試区分 コード 入試区分 コード
一般入試 ＹJ 社会人特別入試 ＺE 現職教員特別入試 ＹP

　　◆コース別コード表
研究科 専攻 コース 志望コード 略称

教職 教職実践
幼児教育 061 教職幼
児童教育 062 教職児

■受験上・修学上の特別な配慮が必要な方へ
心身等に障がいがあり、受験・修学のための配慮を必要とする方は、聖徳大学大学院および教職研究科の3つのポリシー※

を事前にご理解いただいたうえで、出願の1か月前までに申請をしてください。内容により、受験前に面談を実施します。
なお、授業は原則対面授業です。
すべての希望に対応できるとは限りませんのであらかじめご了承ください。
※　学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者受け入れの方針（アドミッション・

ポリシー）

申請方法
1.出願期間前に電話で入学センターに連絡をしてください。
2.本学所定の書類をダウンロードしてください。（受験生応援サイト→入試情報の「入学試験要項一覧」）
3.必要事項を記入し、診断書等の添付書類とともに郵送してください。
　※出願期間後の申請については、特別な配慮ができない場合があります。

２．出願上の注意事項
　大学院の入学時期は、春学期入学と秋学期入学があります。出願時に入学年度および入学する学期を確認のうえ、出願してください。
　秋学期入学を志望する者は、令和９年４月以降に本学受験生応援サイトにて、入試日程等を確認してください。
　①�　入学検定料および出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。
　②　出願書類が出願期間締切日までに完備しない場合は、受験できないので早めに準備をしてください。
　③　出願資格、出願書類等の疑問点については入学センター入試グループ TEL.047‒366‒5551（直通）に問い合わせてください。



16

社
会
人
特
別
入
試

一
般
入
試

現
職
教
員
特
別
試
験

共
通
事
項

■ 「こども性暴力防止法」の施行による留意点について
こども性暴力防止法の施行により、2026年12月25日から、学校や保育所、学習塾など、こどもに対して教育・保育など
を行う事業者には、性暴力を防ぐための取組が求められます。教育実習等のこどもと接する実習の実施に際し、実習施設に
おいて、性犯罪前科の有無の確認が求められる場合があるため、以下の事項を確認してください。

①実習を行う前に、法に基づく性犯罪前科の確認が行われる可能性があります（確認が必要かについての最終的な判断は、
実習先の事業者が行います。）。性犯罪前科があると確認された者は、実習ができないことになります。また、実習ができな
いことにより修了ができなくなる可能性があります。
②本学への入学手続時等に、同意書・誓約書を提出していただきます。

※制度の詳細は、「こども家庭庁Webサイト」をご覧ください。
（お問い合わせ先）教育支援課（TEL 047-365-1111（代表））

■ 受験に関する注意事項
　（１）�　受験生は、試験開始時刻の30分前までに試験場へ入場してください。受験番号の席に着席し、試験監督の指示を受けてく

ださい。試験場への入場は試験開始時刻の50分前から許可します。
　（２）�　受験票は、試験当日必ず持参してください。
　（３）�　受験票を紛失した場合は、試験開始前に受付へ申し出てください。
　（４）�　試験開始時刻に遅刻した場合は、試験開始時刻後30分以内の試験場への入場に限り、受験を認めます。
　（５）�　受験票のほかに試験時間中、机の上に置けるものは、「鉛筆・シャープペンシル（HBまたはＢ）」「プラスチック製の消し

ゴム」「鉛筆削り（電動式を除く）」「時計（時計機能のみ）」「眼鏡」とします。
　（６）�　本学の建物内は外履き（下足）可となっています。
　（７）�　試験当日は昼食を持参してください。
　（８）�　辞書類（電子辞書含む）の持込は不可とします。
　（９）�　試験室内でのスマートフォン・携帯電話等の使用を禁止します。スマートフォン・携帯電話等の電源は切ってカバン等にし

まっておいてください。
　（10）�　次のことをすると不正行為となることがあります。不正行為となった場合は、それ以降の受験はできません。また、既に受

験した全ての教科・科目の受験も無効となります。
　　　　①�カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験生の答案等を見ること、他の人から答えを教わることなど）をすること。
　　　　②使用を禁じられた用具を使用して問題を解くこと。
　　　　③「解答はじめ。」の指示の前に、問題冊子を開いたり解答を始めること。
　　　　④「解答やめ。筆記具をおいてください。」の指示に従わず、鉛筆や消しゴムを持っていたり解答を続けること。
　　　　⑤試験時間中に、答えを教えるなど他の受験生に有利な行為をすること。
　　　　⑥試験時間中にスマートフォン・携帯電話等を身につけていること（時計代わりの使用も不可）。
　　　　⑦試験時間中にスマートフォン・携帯電話等や時計等の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。
　　　　⑧試験場において他の受験生の迷惑となる行為をすること。
　　　　⑨試験場において試験監督者等の指示に従わないこと。
　　　　⑩その他、試験の公平性を損なう行為をすること。

■ 合格発表について
　（１）　インターネットによる合否照会

Web出願サイトにて発表します。ログインし、合否を確認してください。
　（２）　大学から書面による通知等の発送はありません。Web出願サイトで詳細を確認してください。

※大学内における掲示での合格発表は行いません。
※判定結果の電話による問い合わせには一切応じません。

■ 入学手続について
（１）入学手続の方法
　①�　合格者は、合格発表ページから「入学手続についてのお願い」等をダウンロードして熟読の上、本学が指定した期日までに「納
付金等」を納入し、入学手続に必要な書類を入学センター入試グループに郵送、または直接持参して入学手続を完了させてく
ださい。

　②　期限内に上記の入学手続をとらなかったときは、入学許可を取り消します。
　③　入学許可後であっても、入学資格および入学願書に誤りや虚偽等があった場合は、入学許可を取り消すことがあります。
　④　志望研究科・専攻・コースの変更は認められません。
　※留学生の方へ：入学時には自らの責任において「留学」の在留資格を取得してください。
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（２）入学辞退について
　入学手続完了後に入学を辞退する場合は、「入学辞退・納付金返還願」の提出により、入学手続納付金（入学金以外）を返還し
ます。なお、返還金額（入学金以外の納付金）から手数料を差し引き、指定口座に振り込みます。
①�　入学辞退手続について、春学期入学の入学予定者は令和９年３月31日（水）15：00までに完了させてください。
②　入学辞退の手続方法は、合格発表時に案内します。
③　提出された入学辞退の取り消しはできません。
④　納付金の返還手続完了までには約２か月ほど要します。

■ 納付金（2026 年度実績）
※授業料その他納付金の金額は、物価の高騰や賃金水準の上昇等の状況に鑑みて改定する場合がありますので、あらかじめご了承く
ださい。

（１）学費
　１年課程＜学校組織マネジメント専修・カリキュラムマネジメント専修・特別支援教育専修＞� （単位：円）

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000 514,000 150,000
秋学期 ─ 514,000 150,000

　２年課程＜長期履修学生制度利用なし＞

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000 325,000 150,000
秋学期 ─ 325,000 150,000

　３年課程＜長期履修学生制度利用＞

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000 220,000 105,000
秋学期 ─ 220,000 105,000

　４年課程＜長期履修学生制度利用＞

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000 170,000 79,000
秋学期 ─ 170,000 79,000

（２）その他
　①　学生教育研究災害傷害保険料（入学手続時に納入）
　　　１年課程は1,340円、２年課程は2,430円、長期履修学生制度利用の場合３年課程は3,620円、４年課程は4,660円
　②　香和会費（同窓会）入会金10,000円（入学手続時に納入）、終身会費20,000円（修了年次に納入）
　　　ただし、聖徳大学大学院、聖徳大学、聖徳大学短期大学部（通学課程）の卒業生は不要です。
　（注）�　「幼稚園・小学校教員免許取得プログラム」の受講希望者は、本学通信教育部の科目等履修生等として単位修得をすること

になるために、別途費用が必要となります。

■ 服装について
　式典および公式行事については、黒または紺のスーツを着用していただきます。本学の学生にふさわしい品位のある服装を
心がけていただきます。
【参考】
　本学では、大学・短期大学生は、入学式、卒業式、実習、その他公式行事にはフォーマルスーツを着用しています。
　なお、現在のフォーマルスーツのデザインは、女性誌「Ray」と本学とのコラボレーションによるものです。

■ 授業の実施方法
　学生の都合に合わせて履修しやすいように昼・夜開講としています。同じ授業を昼間と夜間の２回開講しており、どちらかを選択
することができます。各人の学習・研究ニーズに合わせた、フレキシブルな履修プランを立てることが可能です。
　また、夏期休暇を利用して集中講義等を実施する場合もあります。
　なお、「学校組織マネジメント専修（１年制・昼間）」・「カリキュラムマネジメント専修（1年制・昼間）」および「特別支援教育
専修（1年制・昼間）」については、選択科目のうち実践演習・事例研究などを、勤務校または連携協力校等で履修するため、原則
として昼間のみの開講としています。
　●昼間の授業　月曜〜土曜日の１時限から５時限（９：00〜17：55）
　●夜間の授業　月曜〜金曜日の６時限と７時限（18：00〜21：10）
　　　　　　　　土曜日の午後（13：00〜）
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■ 奨学金制度
　学生のうち人物、学力ともに優れ、健康でありながら経済的理由により修学が困難な者に対して、奨学金制度を設けています。手
続き等については、入学式当日のオリエンテーション終了後に説明会を行います。（申請の際は、最終学校の成績証明書〈全成績が
記載されているもの〉が必要）

（１）独立行政法人日本学生支援機構奨学金
　日本学生支援機構の奨学金はあくまで貸与であり、先輩奨学生からの返還金と国の予算を主な財源としています。卒業後に返還の
義務があります。

（1）第一種奨学金（無利子）

奨学金種類（2026年度実績）

088,000円

122,000円

貸与月額（申込者が自由に選択できます）

専門職学位課程

博士後期課程

50,000円

80,000円

（２）第二種奨学金（有利子）

150,000円130,000円100,000円80,000円50,000円

貸与月額（申込者が自由に選択できます）

　　◎上記の奨学金貸与月額等は、2026年度の金額を参考として記載

（２）その他
　地方公共団体（各都道府県、市町村）の奨学金や企業その他育英団体の奨学金などがあります。応募にあたっては、学生が直接行
うものと、大学を通じて行うものがあります。

■ 提携ローン
　本学では、「株式会社オリエントコーポレーション」と提携し、入学予定者、在学生を対象とした『学費ローン制度』を設置して
います。
　本制度は、低利で「株式会社オリエントコーポレーション」から学費等納付金の「学費ローン」を受けられるもので、聖徳大学で
学ぶ意思がありながら、経済的理由により修学が困難な学生に対して、経済的負担を軽減することを目的としています。
　申込み手続の方法、審査期間等については、下記へ問い合わせてください。
　なお、申込みを行う際には、返済計画を考慮し、慎重に判断してください。
〔注〕申込者の責により、入学手続期限までにオリコからの入金ができない場合、入学手続が無効になりますので、

本プラン利用にあたっては、自己責任のもと申込手続期日等に注意して手続してください。

　学費ローンに関するお問い合わせ先
　オリコ『学費サポートプラン』について
　　株式会社オリエントコーポレーション　　学費サポートデスク
　　TEL.0120‒517‒325（フリーダイヤル）　営業時間／９：30〜17：30（土日祝休）
　　ホームページ　https://orico-web.jp/gakuhi/index.html
　　　　　　　　　（ホームページからもお申込みいただけます）

■ 「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）
　「国の教育ローン」は、大学・短大・大学院等に入学・在学するご家庭を対象とした公的な融資制度です。入学に際し、入学手続
期限もあり、資料請求等に時間がかかりますので、事前のご相談、お問い合わせをしていただき、準備をお願いいたします。

　ご相談・お問い合わせ先
　　教育ローンコールセンター　　　　
　　TEL.0570-008656（ナビダイヤル）
　　TEL.03-5321-8656　　　　　  ホームページ
　　受付時間 9：00〜19：00　　　https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/ippan.html
　　（土日祝日 年末年始を除く）　　　（ホームページからもお申込みいただけます）　　　　　　　　　　　



1.　学費
　２年課程＜長期履修学生制度利用なし＞

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000円 325,000円 150,000円
９月 ─ 325,000円 150,000円

　３年課程＜長期履修学生制度利用＞

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000円 220,000円 105,000円
９月 ─ 220,000円 105,000円

　４年課程＜長期履修学生制度利用＞

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 440,000円 170,000円 79,000円
９月 ─ 170,000円 79,000円

2.　学生諸費
　修了記念品費　半期分5,500円（１・２年次に納入）

3.　その他
（1） 学生教育研究災害傷害保険料（入学手続時に納入）２年分2,430円

　　　（長期履修学生制度利用の場合　３年課程は3,620円、４年課程は4,660円）

（2） 香和会費（同窓会・終身会費）入会金10,000円（入学手続時）、終身会費20,000円（修了年次納入）

　　　ただし、聖徳大学大学院、聖徳大学、聖徳大学短期大学部（通学課程）の卒業生は納付の必要はありません。

4.　聖徳大学看護学部実習施設からの推薦者の学費の取扱いについて
　本学看護学部の実習生を受入れていただいている施設に勤務されている方につきましては、学費優遇措置があります。

　詳細につきましては、該当施設に配付した入学試験要項をご確認ください。

〈研究生入試〉

学費

納入時期 入学金 授業料 施設費
入学手続時 220,000円 162,500円 75,000円
９月 ─ 162,500円 75,000円

※入学金・授業料（年額）・施設費は本学大学院当該研究科の半額です。（但し、本学出身者は、入学金は4分の1の額、
　施設費は免除になります。）

※令和８年度実績

※授業料その他納付金の金額は、物価の高騰や賃金水準の上昇等の状況に鑑みて改定する場合がありますので、あらかじめご
　了承ください。
　〈一般入試・社会人特別入試〉

納付金等

■ 入学手続について
（１）入学手続の方法
　① 　合格者は、本学が指定した期日までに「納付金等」を納入し、入学手続に必要な書類を入学センター入試グループに郵送、
または直接持参して入学手続を完了させてください。

　②　期限内に上記の入学手続をとらなかったときは、入学許可を取り消します。
　③　入学許可後であっても、入学資格および入学願書に誤りや虚偽等があった場合は、入学許可を取り消すことがあります。

　※「留学」の在留資格が必要な方は、自らの責任において取得してください。
　④　志望分野・領域の変更は認められません。　

（２）入学辞退について
　入学手続完了後に入学を辞退する場合は、「入学辞退・納付金返還願」の提出により、入学手続納付金（入学金以外）を
返還します。なお、返還金額（入学金以外の納付金）から手数料を差し引き、指定口座に振り込みます。
① 　入学辞退手続について、春学期入学の入学予定者は令和９年３月31日（水）15：00までに完了させてください。
②　入学辞退の手続方法は、合格発表時に案内します。
③　提出された入学辞退の取り消しはできません。
④　納付金の返還手続完了までには約２か月ほど要します。

松戸駅までの所要時間 東京から26分・池袋から32分 都心からのアクセス良好！　千葉から53分・津田沼から38分 県内アクセスも便利！

上野駅から 約19分
東京駅から 約26分
池袋駅から 約32分

新宿駅から 約40分
渋谷駅から 約44分
品川駅から 約32分

横浜駅から 約55分
千葉駅から 約53分
京成津田沼駅から 約38分

大宮駅から 約50分

つくば駅から 約46分
水戸駅から 約94分

※数字は主要駅から聖徳大
学・聖徳大学短期大学部の
ある最寄り駅「松戸」までの
標準的な所要時間となって
います。時間帯によって異な
る場合がありますのでご注
意ください。

松戸駅東口より直結デッキでプラーレ松戸へ。正面の
通用階段より5階へ上り、店内の通路を通って5階出
口に出るとキャンパスへの通学路に出られます。

プラーレ松戸が開店しましたら、店内エスカレーターでお越しください。

プラーレ松戸
開店前

松戸駅

水戸
←柏

上野
北千住→

中央公園

通用階段

直結デッキ

5階
出口

東口

プラーレ松戸

松戸駅からのアクセス

アクセス

SNSで入試情報やSEITOKUの最新情報をお届け！

受験生応援サイトはこちら！ https://ouen.seitoku.ac.jp/

X（旧Twitter） Instagram

@seitoku_univ @seitoku_univ @seitoku_univ

京
成
松
戸
線
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https://ouen.seitoku.ac.jp/　

●お問い合わせは入学センターまで

受験相談
フリーダイヤル

https://www.seitoku-u.ac.jp/【ホームページ】

0120-66-5531
TEL.047-366-5551（直通）　FAX.047-366-5553
〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬550　TEL.047-365-1111（大代表）

26.06.SS

聖徳グラデーション・聖徳サークル

聖徳大学のスクールカラーであるヒューマン
ブルーと気品を表すパープルに、未来を意味した
イエローを組み合わせたグラデーション。和の
精神をもって他者と協創しながら社会に新しい
価値をつくっていく。円をモチーフにしたデザ
インには、本学の卒業生や在学生、教職員一人
ひとりの和が、波紋のように広がり世界をより
よい形で潤していくイメージを表現しています。

教職大学院入試
〈春学期入学〉

令和９年度（2027年度）

入学試験要項

2027

聖徳大学大学院

教職大学院入試
秋学期入学の入試日程等については、
令和９年４月以降に本学受験生応援サイトに掲載します。

聖徳大学教職大学院は「一般財
団法人 教員養成評価機構」が
実施する教職大学院等認証評
価で、「教職大学院評価基準に
適合している」と認定されました。




